




























ろに 2値化し、動画解析ソフト imageJを使い、赤領域の重心座標が 1ステップ (1/24秒)ごとに移動する位置から距







活動継続時間のグラフは、y = a exp( t)を、休息継続時間のグラフは、y = ax  を最小二乗法でフィッティン
グさせ a; ;  をそれぞれ求め、それらの大小と色の関係を比較した。
4 結果
活動継続時間における の値は、青色 = 0:034、緑色 = 0:033、無色 = 0:01、赤色 = 0:02で、休息継続時間にお
ける  の値は、青色 = 5:16、緑色 = 2:0、無色 = 5:15、赤色 = 4:0という結果が得られた。今回の実験により、活動





図 4 休息継続時間 図 5 両対数グラフ
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